
キーメッセージ 

     猫アレルゲンに感受性がある人の 95% は、主要猫アレルゲンである 
Fel d 1 に反応しています。2 

     Fel d 1 は主に猫の唾液腺および脂腺で産生され、毛繕い中に猫の
被毛の全体に広がり、被毛やフケ（死んだ皮膚細胞）とともに環境
に拡散します。 

     猫アレルゲンは、アレルゲンに感受性がある飼い主と猫の両方に影響
を与えます。

     アレルゲンへの曝露を回避または減少させるために飼い主と猫の交
流が限られたものになります。そのため、猫が不安やストレスを感じ
る可能性があります。3,4

     アレルギーは、猫が飼育放棄され、シェルターに送られる理由の上
位のうちの 1 つです。5–8 ーメッセージ 

猫アレルゲン
を管理する

世界中で成人の 5 人に 1 人もの人に、猫アレルギーがありま
す。一般的に人間のアレルギー専門医は、アレルゲンへの曝
露を減らすことを推奨します1。しかし、猫の飼い主のほとん
どが、猫は家族の一員であると考えているため、多くの場合
自宅から猫を排除することに抵抗があります。

目的別の栄養

猫アレルゲンの管理

新しい栄養アプローチにより、猫の唾液に含まれる主要な猫アレルゲン（Fel d 1）を、環境に拡散する前に中和できる可
能性があります。総合的な猫アレルギー管理プログラムの一環として、この新しいアプローチは、ペットの飼い主との会
話を見直す機会を提供します。つまり、これにより猫への曝露ではなく、アレルゲンへの曝露を減少できます。

一般的な認識とは異なりますが、
過敏症の人に反応を誘発するのは
猫の被毛ではありません。反応誘
発因子となるのは、主に猫の唾液
腺および脂腺で産生されるアレル
ゲンです。つまり、コーニッシュレ
ックスやスフィンクスのように、無
毛の猫であっても、このアレルゲ
ンは産生されるということです。2

ご存じでしたか？

(次のページに続く)
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キーメッセージ（続き） 

     栄養学的なアプローチにより、Fel d 1 が環境に拡散される前に、このアレルゲンの活性を安全に低減できる可能
性があります。9–11 

     公表された複数の研究によると、猫が Fel d 1 に対する抗体を含む卵由来の成分でコーティングした粒のフード
を食べると、この成分が猫の唾液腺に含まれるアレルゲンと結合し、アレルゲンを中和できることが明らかにな
っています。この中和された Fel d 1 は、毛繕いを通じて放出されて環境に拡散しますが、過敏症の人の免疫系
ではアレルゲンとは認識されません。

     この食餌を与え始めて 3 週間目、猫の被毛に付着した活性 Fel d 1 の量は 47% 減少しました。

     97% の猫で、被毛とフケに付着した活性 Fel d 1 の量が減少したことが示されました。

     このアプローチは、猫の全体的な生理機能に影響を与えることなく、猫の正常なアレルゲン産生を維持します。

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。


